
 

１ 教育・保育事業の提供                  

  平成２７年度から開始された子ども・子育て支援新制度では、保護者の就労状況等からみる「保育の必

要性」に応じて「認定」しています。以下の「認定区分」に応じて利用できる施設や利用できる時間が決

まっています。あわら市では以下のように認定しています。 

■認定区分と提供施設 

認定区分 利用できる施設 利用できる時間 

１号 ３－５歳、保育の必要性なし（教育を受ける） 認定こども園 ６時間 

２号 ３－５歳、保育の必要性あり 認定こども園 ８時間 

１１時間 ３号 ０－２歳、保育の必要性あり 認定こども園 

 

■教育のみ：1号（３～５歳児で、認定こども園を利用する子ども）     

単位：実利用人数（人）／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 

(必要利用定員総数) 
  18 人   18 人 

令和５年度の達成度は高いが、経年的に減少傾向であ

る。（R4：145%）近年の教育認定に係る需要や実績人数

（R4：29 人）の減少を鑑みると令和６年度の達成度は約

100％になると見込まれる。 

②確保の内容  20 人  20 人 

②－① ＋2人 ＋2人 

③実績・見込 24 人 20 人 

③－② 4 人 0 人 

達成度 ③/② 120％ 100％ 

 

■保育の必要あり（０～５歳児で、認定こども園を利用する子ども）     

単位：実利用人数（人）／年間 

 
令和５年度 令和６年度 

達成度に対する意見 ２号 ３号 ２号 ３号 

 3-5 歳 0 歳 1-2 歳 3-5 歳 0 歳 1-2 歳 

①量の見込み 

(必要利用定員総数) 
522 人 108 人 317 人 522 人 108 人 317 人 

令和５年度の達成度につい

ては、横ばいであった。R4：

91%、R5：92%）ただし、出生

数、人口ともに減少傾向であ

るため、令和６年度は 90％

程度まで下がると見込まれ

る。 

②確保の内容 530 人 110 人 330 人 530 人 110 人 330 人 

②－① +8 人 +2 人 +13 人 +8 人 +2 人 +13 人 

③実績・見込 515 人 101 人 278 人 494 人 78 人 278 人 

③－② -15 人 -9 人 -52 人 -36 人 -32 人 -52 人 

達成度③/② 97％ 92％ 84％ 93％ 71％ 84％ 

 

協議事項１ 



 

２ 地域子ども・子育て支援事業の提供            

(１)地域の保育事業の実施 

■延長保育事業（２号、３号対象者の時間外保育事業） 

 保護者の就労形態の多様化に対応するため、通常の開所時間を超えて保育を行う事業 

単位：実利用人数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み   400 人   400 人 

認定時間（短時間、標準時間）内に保護者が迎え

に来ることができない場合、通園している園で延長

保育を市内の全園で提供している。利用児童数は年

によって差があるが、仕事を持つ保護者の不規則な

就業時間による迎えの不安に対応している。 

②確保の内容  420 人  420 人 

②－① ＋20 人 ＋20 人 

③実績・見込 389 人 333 人 

③－② -31 人 -87 人 

達成度 ③/② 93％ 79％ 

 

■子育て短期支援事業 

保護者が疾病等の身体上若しくは精神上、環境上の理由により、緊急一時的に子を保護することが必要な

場合に実施施設において短期間預かる事業                単位：延べ利用日数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み   3 人日   3 人日 

令和４年度に引き続き利用はなかった。本制度に

ついては、市外３施設に委託しており、今後もホー

ムページ掲載等で周知を図っていき、一時的な保育

を必要としている子育て世帯の支援につなげてい

く。 

 

②確保の内容   10 人日   10 人日 

②－① ＋7人日 ＋7人日 

③実績・見込 0 人日 3 人日 

③－② -10 人日 -7 人日 

達成度 ③/② 0％ 30％ 

 

■地域子育て支援拠点事業 

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言 

その他の援助を行う事業                       単位：延べ利用回数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 6,800 人回 6,800 人回 
行事や施設内に北陸新幹線要素を取り入れたとこ

ろ、大変好評であり利用の増加に寄与した。 

また、日曜日のパパ応援デーの開催を４回から６

回に増やし、父親の利用増につながった。 

相談業務については、こあらっことの連携によ

り、初期の段階でこども園、療育機関などに繋げた

ことで、継続的な相談等が減少した。 

②確保の内容 7,000 人回 7,000 人回 

②－① ＋200人回 ＋200 人回 

③実績・見込 10,476 人回 11,000 人回 

③－② 3,476 人回 4,000 人回 

達成度 ③/② 150％ 157％ 



 

■預かり保育事業（１号対象者） 

 家庭において保育することが一時的に困難となった幼児について、認定こども園で一時的に預かる事業 

単位：延べ利用日数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み   45 人日   45 人日 
市内全こども園で事業を実施しており、保護者の

事情に合わせて受入れできる体制を整えている。 

令和６年度は１号認定者が減少しており、達成度

が低くなる見込みであるが、需要は高いため今後も

園の受け入れ体制を整え、安心して児童を預けるこ

とができる環境の維持に努める。 

②確保の内容 50 人日 50 人日 

②－① ＋5人日 ＋5人日 

③実績・見込 149 人日 81 人日 

③－② 99 人日 31 人日 

達成度 ③/② 298％ 162％ 

 

■一時預かり事業 

 家庭で養育している保護者が疾病や私用などで養育できない場合に、認定こども園と委託事業者で一時的に

預かる事業                                

単位：延べ利用日数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 1,550 人日 1,550 人日  市内全こども園で実施しているほか、シルバー人

材センターによる実施施設では、こども園では対応

できない時間帯や、日曜日、祝日にも利用できるた

め、利用者（利用時間）が増加しており、支援が必

要な世帯、多子世帯が利用するケースが増加傾向に

ある。 

R5 個別達成率 

こども園 達成率約 50％（②1,000 人日、③495 人日） 

すみずみ 達成率約 110％（②600 人日、③675 人日） 

②確保の内容 1,600 人日 1,600 人日 

②－① ＋50人日 ＋50 人日 

③実績・見込 1,152 人日 1,135 人日 

③－② -448 人日 -465 人日 

達成度 ③/② 72％ 71％ 

 

■病児・病後児保育事業 

病気療養中や病気回復期の児童を保護者が保育できない場合に、病院等において一時的に保育を行う事業 

単位：延べ利用日数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 400 人日 400 人日 
保護者の利便性を高めるため、市内１施設と市外

８施設（坂井市４，福井市４）で受入れ体制を整え

ているところであり、通勤の利便性等により３割強

が市外施設を利用している。Ｒ６から県の子育てサ

ービス施設検索システムが運用開始となり、サービ

スの空き状況等が可視化されることとなったため、

周知を図っている。 

②確保の内容 680 人日 680 人日 

②－① ＋280人日 ＋280 人日 

③実績・見込 397 人日 436 人日 

③－② -283 人日 -244 人日 

達成度 ③/② 58％ 64％ 

 



 

(２)放課後子どもクラブ事業の実施 

■学童保育 

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、放課後の居場所を提供し児童

を預かる事業 

◎小学校低学年◎                            単位：実利用人数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 330 人 335 人 

市内８ヶ所で実施しており、放課後に預かりを必

要とする児童については受入れが出来ている。基本

的に児童数は減少傾向であるが、クラブ利用者は増

えてきており達成度は上昇している。 

②確保の内容 355 人 355 人 

②－① ＋25人 ＋20 人 

③実績・見込 322 人 342 人 

③－② -33 人 -13 人 

達成度 ③/② 91％ 96％ 

 

◎小学校高学年◎                             単位：実利用人数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 80 人 80 人 
市内８ヶ所で実施しており、放課後に預かりを必

要とする児童については受入れが出来ている。基本

的に児童数は減少傾向であるが、クラブ利用者は増

えてきており達成度は上昇している。学童保育全体

としても達成度は100％を超えているが、定員を増

加しており問題はない。 

②確保の内容 100 人 100 人 

②－① ＋20人 ＋20 人 

③実績・見込 129 人 168 人 

③－② 29 人 68 人 

達成度 ③/② 129％ 168％ 

 

(３)健康にかかわる保育事業の実施 

■乳児家庭全戸訪問事業 

生後４ヶ月までの乳児のいる家庭を訪問し、発育・発達の確認と育児相談を行う事業 

単位：実利用人数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 170 人 170 人 全ての乳児に対して、家庭訪問等を実施し、児の

発育発達、母親等の心身状態や育児不安等を確認

し、養育環境等の把握や助言を行う。また、子育て

支援に関する情報提供等を行うとともに、支援が必

要な家庭に対しては適切なサービス提供につなげ

る。実績としては、出生数が低下傾向にあるため達

成度は低くなっている。 

 引き続き、事業を実施し、相談しやすい体制や

関係づくりに努め、子育て世帯の孤立化を防ぐ。 

②確保の内容 200 人 200 人 

②－① ＋30人 ＋30 人 

③実績・見込 133 人 150 人 

③－② －67人 -50 人 

達成度 ③/② 
66％ 75％ 

 



 

■養育支援訪問事業 

 特に支援が必要な家庭に対し、保健師等が継続して専門的相談支援をする事業  単位：実利用人数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 6 人 6 人 令和 5年度の実績はないが、取り残しがないよう、潜

在的に支援が必要と思われる家庭が存在しているものと

考え、「子育て世帯訪問支援事業」を提案し、同様の支

援を行っていく。引き続き、妊娠届出時の面接や医療機

関等の関係機関との連携・情報共有により、対象者の把

握に努める。 

②確保の内容 10 人 10 人 

②－① ＋4人 ＋4人 

③実績・見込 0 人 4 人 

③－② 0 人 －6 人 

達成度 ③/② 0％ 40％ 

 

■妊婦健診 

 妊娠期における一般健診 14回分、特別な検査 4回分を助成する事業      単位：延べ利用回数／年間 

 令和５年度 令和６年度 達成度に対する意見 

①量の見込み 1,950 人回 1,950 人回 

令和 5年度の妊娠届出数は 125 件、妊婦健診受診回数

は、平均 12.4 回であり、妊娠届出数の減少や転入・転

出者等の影響により、延べ受診回数は見込みを下回っ

た。 

引き続き、若年や外国人、心身の障がいなどの特定妊

婦が適切な時期に健診を受けられるよう支援していく。 

②確保の内容 2,000 人回 2,000 人回 

②－① ＋50 人回 ＋50 人回 

③実績・見込 1,557 人回 1,820 人回 

③－② －443 人 -180 人 

達成度 ③/② 77.9％ 91％ 

 

（４）母子保健分野における目標値と実施方針 

■母子保健分野（⑦～⑨は４か月児、1 歳 6か月児、3歳児健診におけるアンケート結果） 

 
令和５年度 令和６年度 

実績等に対する意見 
目標 実施率 目標 見込 

① 新生児訪問実施率 100％ 100％→ 100％ 100％ ⑥むし歯のない 3 歳児の割合につ

いては、減少した。3歳児以降でむし

歯保有者が増えている。今後も歯科

医師会と実情や実績を共有しなが

ら、目標達成に向け、事業の見直し

や改善を検討していきたい。 

引き続き、母子健康手帳発行時か

ら母子を対象とした健診や教室、専

門職による相談会を実施し、母子の

健康管理を行う。必要に応じて専門

医療機関や療育につなげ、安心して

妊娠・出産・子育てができる体制を整

える。 

② 乳児健診受診率 99％ 91.2％↓ 100％ 100％ 

③ 1 歳 6か月児健診受診率 100％ 98.6％↓ 100％ 100％ 

④ 3 歳児健診受診率 100％ 98.2％↓ 100％ 100％ 

⑤ 定期予防接種率 95％ 97.8％↑ 98％ 98％ 

⑥ むし歯のない 3歳児の割合 95％ 92.0％↓ 95％ 95％ 

⑦ 育児期間中の父親の喫煙率 20％ 33.2％↑ 20％ 20％ 

⑧ 子どものかかり

つけ医をもつ親の

割合（3歳児） 

内科 90％ 81.5％↑ 95％ 95％ 

歯科 45％ 35.9％↑ 50％ 50％ 

⑨ 育てにくさを感じたときに

対処できる親の割合 
90％ 58.8％↑ 95％ 95％ 

※ 実施率における矢印は前年度実績との比較 



こども計画は少子化対策や子どもの貧困対策、子ども・若者育成支援に係る計画等

こどもに関する計画と一体のものとして作成することができる
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第２期あわら市子ども・

子育て支援事業計画

（令和２年度～令和６年度）

市の独自計画なし

「第３期子ども・子育て支援事業計画」及び「こども計画」の策定について 

 

１ こども計画の策定 

令和５年４月１日にこども基本法が制定され、こども施策を総合的に推進するため、

こども大綱が策定された。市は、こども計画を策定することが努力義務となった。 

こども施策 

〇大人になるまで切れ目なく、こどもの健やかな成長のためのサポートをすること 

〇子育てに伴う喜びを実感できる社会の実現のためのサポートをすること 

〇これらと一体に行われる施策（教育施策、医療施策、雇用施策など） 

こどもの定義 

１８歳や２０歳といった年齢で必要なサポートがとぎれないよう、心身の発達の過

程にある者 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議事項２ 

こども大綱（国） こども計画（都道府県） 

 勘案 

こども計画（市町村） 

 

勘案 勘案 

あわら市こども・若者計画（仮称） 

令和７年度～令和１１年度 

 



２ 計画策定・推進に向けた取組 

① 庁内の計画検討・情報共有 

     こども・若者施策に関係する部署を中心に、検討委員会を設置し、計画素案等

を協議する。今回、作業期間が短いため、策定支援業者（９月補正要求、委託予

定）も交えて、効率的に進めていく。 

   ②あわら市子ども・子育て会議にて審議 

     子ども・子育て支援事業計画に係る事項等の審議機関として設置している「あ

わら市子ども・子育て会議」において、計画素案等を審議する。 

③こども・若者の意見反映 

こども・若者を対象としたヒアリング等を検討し実施する。また、先行して県

が実施している小中学生向けのアンケート結果も活用する。 

④計画の推進 

計画策定後は、庁内検討委員会及び子ども・子育て会議において、計画の進行 

状況を確認し計画を推進していく。 

 

３ 策定スケジュール（案） 

  令和６年   ５月  子ども・子育て支援に関するニーズ調査集計 

         ７月  ☆子ども・子育て会議（１回目） 

〃  庁内計画検討委員会（情報共有） 

       ８～９月  庁内計画検討委員会（現状・課題整理） 

       10～11月  庁内計画検討委員会（目標・施策等） 

         中旬  ☆子ども・子育て会議（２回目） 

       12～１月  庁内計画検討委員会（素案協議） 

         中旬  ☆子ども・子育て会議（３回目） 

  令和７年   ２月  パブリックコメント実施 

         ３月  庁内計画検討委員会（最終修正） 

         中旬  ☆子ども・子育て会議（４回目） 
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報告事項１


